
左
思
「
三
都
賦
」
と
西
晉
武
帝
司
馬
炎

四
九

一
、「
三
都
賦
」
の
多
面
的
特
徵

　

西
晉
の
左
思
（
字
は
太
沖
、
二
五
三
？―
三
〇
七
？
）
が

し
、『
文
選
』
卷
四
か

ら
卷
六
に

錄
さ
れ
る
「
三
都
賦
」
の
敍
述
內
容
に
は
、
お
よ
そ
三
つ
の
特
徵
を

擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
「
三
都
賦
」
の
序
文
に
は（
１
）、

美
物
者
、
貴
依
其
本
。
贊
事
者
、
宜
准
其
實
。
非
本
非
實
、
覽
者
奚
信
。

物
を
美ほ

む
る
者
、
其
の
本
に
依
る
を
貴
ぶ
。
事
を
贊た
た

ふ
る
者
、
宜
し
く
其
の

實
に
准
ず
べ
し
。
本
に
非
ず
實
に
非
ざ
れ
ば
、
覽
る
者
奚な
ん

ぞ
信
ぜ
ん
。

と
あ
り
、
左
思
は
事
象
の
「
本
」
と
「
實
」、
す
な
わ
ち
本
質
と
事
實
を
本
文
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
初
め
て
讀
者
が
信
用
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
主
張
す
る
。

そ
し
て
そ
の
實
踐
に
つ
い
て
、
序
文
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

其
山
川
城
邑
、
則
稽
之
地
圖
、
其
鳥
獸

木
、
則
驗
之
方
志
。
風
謠
歌
舞
、

各
附
其
俗
、
魁
梧
長
者
、

非
其

。

其
れ
山
川
城
邑
は
、
則
ち
之
を
地
圖
に
稽か
ん
がみ
、
其
れ
鳥
獸

木
は
、
則
ち
之

を
方
志
に
驗か
ん
がむ
。
風
謠
歌
舞
は
、
各お
の
おの
其
の
俗
に
附
き
、
魁
梧
長
者
は
、
其

の

に
非
ざ
る

し
。

　

實
際
に
「
地
圖
」「
方
志
」「
其
俗
（
習
俗
）」「
其

（

聞
）」
に
依
據
す
る
こ

と
で
、
左
思
は
賦
の
本
文
に
事
象
の
本
質
と
事
實
を

き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
「
三
都
賦
」
の
完
成
直
後
に
施
さ
れ
た
劉
逵
や
張
載
の
㊟
釋
が
、
賦

の
內
容
に
對
し
て
地
方
志
や
史
實
に
よ
っ
て
引
證
す
る
こ
と
か
ら
も
朙
ら
か
で
あ

る
。
こ
の
實
在
す
る
事
象
の
み
を

く
こ
と
に
よ
っ
て

得
さ
れ
る
寫
實
性
、
す

な
わ
ち
實
證
主
義
的
寫
實
性
が
左
思
自
身
の
主
張
す
る
「
三
都
賦
」
の
第
一
の
特

徵
で
あ
る（
２
）。

　

ま
た
「
三
都
賦
」
の
特
徵
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
先
人
に
よ
る

々
な

言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
袁
枚
は
『
隨
園
詩
話
』
卷
一
で
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

古
無
類
書
、
無
志
書
、
無
字
匯
、
故
「
三
都
」「
兩
京
」
賦
、
言
木
則

干
、

言
鳥
則

干
、
必
待
搜
輯
羣
書
、
廣
采
風
土
、
然
後
成
文
。
果
能
才

富
艷
、

便
傾
動
一
時
。
洛
陽
所
以
紙
貴
者
、
直
是
家
置
一
本
、
當
類
書
・
郡
志
讀
耳
。

古い
に
し
へは
類
書
無
く
、
志
書
無
く
、

た
字
匯
無
し
、
故
に
「
三
都
」「
兩
京
」

賦
は
、
木
を
言
ふ
は
則
ち

干
、
鳥
を
言
ふ
は
則
ち

干
、
必
ず
羣
書
を
搜

輯
し
、
廣
く
風
土
に
采
る
を
待
ち
て
、
然
る
後
に
文
を
成
す
。
果
た
し
て
能

く
才

富
艷
な
れ
ば
、便
ち
一
時
に
傾
動
す
。
洛
陽
の
紙
貴
き
所
以
の
者
は
、

直た

だ
是
れ
家
に
一
本
を
置
き
て
、
類
書
・
郡
志
に
當
て
て
讀
め
る
の
み
。

左
思
「
三
都
賦
」
と
西
晉
武
帝
司
馬
炎

�

栗
山
雅
央



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

五
〇

と
で
、
初
め
て
そ
の
成
立
背
景
を
包
括
的
に
理
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
本
稿
は
、
左
思
が
「
三
都
賦
」
を

述
し
た
西
晉
武
帝
朞
（
泰
始
元
年

〔
二
六
五
〕―

太
熙
元
年
〔
二
九
〇
〕）
に
主
に
着
目
す
る
こ
と
で
、何
故
「
三
都
賦
」

が
こ
の
よ
う
な
多
面
的
特
徵
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
寫
實
性
乁
び
類
書
的
性
質
の
成
立
背
景

　
「
三
都
賦
」
の
特
徵
の
一
つ
で
あ
る
實
證
主
義
的
寫
實
性
は
、「
蜀
都
賦
」「
吳

都
賦
」
の
風
俗
物
產
の

寫
、
そ
し
て
「
魏
都
賦
」
の
歷
史
敍
述
に
對
し
て
主
に

發
揮
さ
れ
る
。
ま
ず
「
蜀
都
賦
」
よ
り
例
を
擧
げ
る
（
引
用

分
冐
頭
に
句
數
番
號

を
付
す
。
以
下
同
じ
）。

45
孔
翠
羣
翔　
　

孔
翠　
羣
れ
翔
け
、

　

犀
象
竸
馳　
　

犀
象　
竸き
そ

ひ
馳
す
。

　

白
雉
朝
　
　

白
雉　
朝
に

き
、

　

猩
猩
夜
　
　

猩
猩　
夜
に

く
。

　

蜀
の
領
域
に
あ
ら
わ
れ
る
生
物
を
生
態

寫
と
と
も
に
列
擧
し
た
箇
所
で
あ

り
、
こ
れ
に
對
し
て
劉
逵
は
以
下
の
㊟
釋
を
施
す
。

孔
、
孔
雀
也
。
翠
、
翠
鳥
也
。
孔
雀
、
特
出
永
昌
・
南

縣
。
翡
翠
、
常
以

二
⺼
九
⺼
羣
翔
興
古
。
十
餘
日
復
去
焉
。
白
雉
、
出
永
昌
。
猩
猩
、
生
交
阯
・

封
谿
。
似
猨
、
人
面
、
能
言
語
。
夜
聞
其
聲
、
如
小
兒

。

孔
は
孔
雀
な
り
。
翠
は
翠
鳥
な
り
。
孔
雀
は
特
に
永
昌
・
南

縣
に
出
づ
。

翡
翠
は
常
に
二
⺼
九
⺼
を
以
て
興
古
に
羣
翔
す
。
十
餘
日
に
し
て
復
た
焉
れ

を
去
る
。
白
雉
は
永
昌
に
出
づ
。
猩
猩
は
交
阯
・
封
谿
に
生
ず
。
猨
に
似
て
、

人
面
、
言
語
を
能
く
す
。
夜
に
其
の
聲
を
聞
か
ば
、
小
兒
の

け
る
が
如
し
。

　

劉
逵
は
直

に
は
地
方
志
等
の
文
獻
㊮
料
を
引
用
し
な
い
が
、
生
息
地
や
生
態

　

古
代
は
類
書
等
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
都
城
賦
は
文
獻
や
實
際
の
風
俗
に
取
材

し
た
上
で

述
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
都
城
賦
じ
た
い
が
類
書
的
性
質
を
帶
び
る

こ
と
に
袁
枚
は
㊟
目
し
、「
洛
陽
紙
貴
」
の
理
由
も
「
三
都
賦
」
が
類
書
と
し
て

讀
ま
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
指

す
る
。
こ
の
類
書
的
性
質
が
第
二
の
特
徵
で
あ

る（
３
）。

　

更
に
「
三
都
賦
」
が

さ
れ
た
時
朞
と
の
關
わ
り
か
ら
、
王
鳴
盛
が
『
十
七
史

商
榷
』
卷
五
十
一
「
三
江
揚
都
」
で
、「
三
都
賦
」
に
お
い
て
魏
都
を
稱
揚
す
る

理
由
を
次
の
よ
う
に
說
朙
す
る
。

左
思
於
西
晉
初
吳
蜀
始
平
之
後
、
作
「
三
都
賦
」、
抑
吳
都
・
蜀
都
而
申
魏
都
、

以
晉
承
魏

耳
。

左
思　
西
晉
の
初
め
に
吳
蜀
の
始
め
て
平
ぐ
る
の
後
、「
三
都
賦
」
を
作
り
、

吳
都
・
蜀
都
を
抑
へ
て
魏
都
を
申の

ぶ
る
は
、
晉
の
魏

を
承
く
る
を
以
て
す

る
の
み
。

　

西
晉
王
朝
が
曹
魏
の
正

を
繼
承
し
た
た
め
に
、「
三
都
賦
」
で
は
蜀
漢
と
孫

吳
を
曹
魏
の
下
位
に
配
し
、
曹
魏
を
稱
揚
し
た
と
指

す
る
。
こ
の
西
晉
の
正

性
の
主
張
が
第
三
の
特
徵
で
あ
る（
４
）。

　

こ
れ
ら
の
特
徵
の
う
ち
、
第
二
の
特
徵
で
あ
る
類
書
的
性
質
が
漢
代
都
城
賦
に

も
認
め
ら
れ
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
「
三
都
賦
」
に
特
㊒
の
も
の
で
あ
る
。
從
來
の

「
三
都
賦
」
硏
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
特
徵
を
指

す
る
の
み
で
あ
り
、
全
體
に
共

通
す
る
背
景
は

分
に
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
の
特
徵
で
あ
る
寫
實
性
に
つ

い
て
は
小
尾
郊
一
氏
が
、
漢
賦
に
見
え
る
虛
構
に
反
發
し
た
魏
晉
朞
の
文
人
に
、

自
然
を
あ
り
の
ま
ま
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
寫
實
精
神
が
見
出
せ
、
左
思
も
こ
れ

を
共
㊒
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
指

す
る（

５
）。

　

と
こ
ろ
で
、「
三
都
賦
」
が
漢
代
の
都
城
賦
に
は
見
出
せ
な
い
新
た
な
特
徵

を
持
ち
得
た
の
は
、

述
當
時
に
左
思
が
置
か
れ
て
い
た
環

を
㊟
視
す
る
こ



左
思
「
三
都
賦
」
と
西
晉
武
帝
司
馬
炎

五
一

を
說
朙
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
吳
都
賦
」
に
擧
げ
ら
れ
る
生
物
の
實
在
を
朙
示
す

る
こ
と
で
、
そ
の
寫
實
性
を
證
朙
す
る
の
で
あ
る（
７
）。
一
方
、「
魏
都
賦
」
で
は
曹

魏
の
歷
史
に
關
す
る
敍
述
に
重
點
が
置
か
れ
る
。

69
翼
翼
京
室　
　
　
　

翼
翼
た
る
京
室
、

　

眈
眈
帝
宇　
　
　
　

眈
眈
た
る
帝
宇
、

　

巢
焚
原
燎　
　
　
　

巢
の
ご
と
く
焚や

け
原
の
ご
と
く
燎も

え
、

　

變
爲
煨
燼　
　
　
　

變
じ
て
煨か
い

燼じ
ん

と
爲
る
。

　

故

棘
旅
庭
也　
　

故
に

棘　
庭
に
旅つ
ら

な
れ
り
。

　

殷
殷
寰
內　
　
　
　

殷
殷
た
る
寰
內
、

　

繩
繩
八
區　
　
　
　

繩
繩
た
る
八
區
、

　

鋒

縱
橫　
　
　
　

鋒
　
縱
橫
に
し
て
、

　

化
爲
戰
場　
　
　
　

化
し
て
戰
場
と
爲
る
。

　

故
麋
鹿
寓
城
也　
　

故
に
麋
鹿　
城
に
寓
せ
り
。

　

後
漢
王
朝
の
帝
室
の

廢
や
中
國
全
土
が
動
亂
に
よ
り
戰
場
と
な
っ
た

子
が

か
れ
、
こ
れ
に
對
し
て
張
載
は
以
下
の
㊟
釋
を
施
す
。

光
熹
元
年
四
⺼
、
靈
帝
崩
。
八
⺼
、
大
將
軍
何
進
入
省
見
太
后
、
黃
門
張
讓
・

郭
進
等
斬
進
。
進

曲
將
兵
突
入
尙
書
閣
、
閣
閉
。
虎
賁
中
郞
將
袁
術
等
攻

閣
、
日

、
術
等
起
火
燒
閣
。
初
平
元
年
十
二
⺼
、

卓
遷
都
長
安
、
其
夜

燒
洛
陽
南
北
宮
。

光
熹
元
年
（
一
八
九
）
四
⺼
、
靈
帝
崩
ず
。
八
⺼
、
大
將
軍
何
進　
省
に
入
り

て
太
后
に
見
ゆ
る
に
、
黃
門
張
讓
・
郭
進
等　
進
を
斬
る
。
進
の

曲
將
兵

尙
書
閣
に
突
入
し
て
、
閣
閉
づ
。
虎
賁
中
郞
將
袁
術
等　
閣
を
攻
め
ん
と
し
、

日

、術
等　
火
を
起
こ
し
て
閣
を
燒
け
り
。
初
平
元
年
（
一
九
〇
）
十
二
⺼
、

卓　
長
安
に
遷
都
し
、
其
の
夜　
洛
陽
の
南
北
宮
を
燒
け
り
。

　

張
載
は
、
何
進
誅
殺
に
伴
う
袁
術
ら
の
蜂
起
と

卓
の
長
安
遷
都
に
伴
う
洛
陽

と
い
っ
た
、
賦
本
文
に
擧
が
る
殆
ど
の
生
物
に
對
し
て
可
能
な
限
り
の
詳
細
な
情

報
を
提
示
す
る
。「
猩
猩　
夜
に

く
」
句
は
、
實
際
の
生
態
を
表
現
に
反
映
し
た

好
例
で
あ
る
。
つ
い
で
、「
吳
都
賦
」
よ
り
例
を
擧
げ
る
。

95
於
是
乎
長
鯨
呑
航（
６
）　
　

是
に
於
て
か
長
鯨　
航
を
呑
み
、

　
　
　
　

修
鯢
吐
浪　
　

修
鯢　
浪
を
吐
く
。

　
　
　
　

躍
龍
騰
虵　
　

躍
龍　
騰
虵
、

　
　
　
　

鮫
鯔
琵
琶　
　

鮫　
鯔　
琵
琶
あ
り
。

　

こ
こ
で
左
思
は
吳
の
領
域
に
屬
す
る
大
海
に
生
息
す
る
生
物
を
擧
げ
、
こ
れ
に

對
し
て
劉
逵
は
次
の
よ
う
に
㊟
釋
す
る
。

『

物
志
』
云
、
鯨
魚
長
者
、
㊒
數
里
、
或
死
於
沙
上
。
云
得
之
皆
無
目
。

俗
言
其
目
化
爲
朙
⺼
珠
。『
鄧
析
子
』
曰
、釣
鯨
鯢
者
、不
於
淸
池
。
一
說
曰
、

鯨
猶
言
鳳
、鯢
猶
言
皇
也
。『

物
志
』
云
、朱
崖
㊒
水
虵
。
鮫
魚
、出
合
浦
、

長
二
三
尺
、
背
上
㊒
甲
、
珠
文
堅
强
、
可
以
餝
刀
口
、

可
以
爲
鑢
。
鯔
魚
、

形
如
鯢
、
長
六
七
尺
、
會
稽
・
臨
海
皆
㊒
之
。
琵
琶
魚
、
無
鱗
、
其
形
似
琵

琶
、
東
海
㊒
之
。

『

物
志
』
に
云
ふ
、
鯨
魚
の
長
き
者
、
數
里
㊒
り
、
或
は
沙
上
に
死
す
。

之
を
得
れ
ば
皆
な
目
無
し
と
云
ふ
。
俗
に
其
の
目
化
し
て
朙
⺼
珠
と
爲
る
と

言
ふ
。『
鄧
析
子
』
に
曰
く
、
鯨
鯢
を
釣
る
者
、
淸
池
に
於
て
せ
ず
。
一
說

に
曰
く
、
鯨
は
猶
ほ
鳳
を
言
ふ
が
ご
と
く
、
鯢
は
猶
ほ
皇
を
言
ふ
が
ご
と
し
。

『

物
志
』に
云
ふ
、朱
崖
に
水
虵
㊒
り
。鮫
魚
は
合
浦
に
出
で
、長
さ
二
三
尺
、

背
上
に
甲
㊒
り
、
珠
文
に
し
て
堅
强
な
れ
ば
、
以
て
刀
口
を
餝
る
べ
く
、

た
以
て
鑢や
す
りを
爲つ
く

る
べ
し
。
鯔
魚
は
形
は
鯢
の
如
く
、
長
さ
六
七
尺
、
會
稽
・

臨
海
に
皆
な
之
れ
㊒
り
。
琵
琶
魚
は
鱗
無
く
、
其
の
形
は
琵
琶
に
似
た
り
、

東
海
に
之
れ
㊒
り
。

　

劉
逵
は
、『

物
志
』
の
記
事
に
基
づ
き
外
見
的
特
徵
や
生
息
地
、
そ
の
用
途
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五
二

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
れ
は
「
蜀
都
賦
」
が
計
四
一
八
句
で
あ
る
の
に
對
し
、

「
吳
都
賦
」
が
計
七
八
四
句
と
凢
そ

の
分
量
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
看

て
取
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
左
思
が
重
視
し
た
の
が
實
證
主
義
的
寫
實
性
で
あ
る
か

ら
に
は
、
當
然
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
る
情
報
は
實
在
の
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

ず
、
そ
の
た
め
廣
範
か
つ
詳
細
な
情
報
源
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測

に
難
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
過
程
を
通
し
て
、
袁
枚
の
指

す
る
類
書
的
性
質
も
自

然
と
附
與
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
西
晉
王
朝
正

化
の
背
景

　
「
三
都
賦
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
閒
で
重
視
さ
れ
る
點
が

な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
「
蜀
都
賦
」
は
、

407
至
乎
臨
谷
爲
塞　
　
　
　

谷
に
臨
み
て
塞
と
爲
し
、

　
　
　

因
山
爲
　
　
　
　

山
に
因
り
て

と
爲
す
に
至
り
て
は
、

　
　
　

峻
岨
塍
埓
長
城　
　

峻
し
ゆ
ん

岨そ　
長
城
を
塍
し
よ
う

埓れ
つ

に
し
、

　
　
　

豁
險
呑

巨
防　
　

豁
く
わ
つ

險け
ん

に
し
て
呑
む
こ
と
巨
防
の

し
。

と
述
べ
る
よ
う
に
、
蜀
の
險
阻
な
地
勢
を
誇
る
。
一
方
「
吳
都
賦
」
は
、

713
昔
者
夏
后
氏
朝
羣
臣
於

土　
　

昔
者　
夏
后
氏　
羣
臣
を

の
土
に
朝
せ
し

め
、

　
　
　
　

而
執
玉
帛
者
以

國　
　

玉
帛
を
執
る
者　
以
て

國
な
り
。

　
　
　
　

亦
先
王
之
所
高
會　
　

し
亦
た
先
王
の
高
會
せ
し
所
、

　
　
　
　
　
　

而
四
方
所
軌
則　
　

四
方
の
軌
則
と
す
る
所
な
り
。

と
述
べ
、
禹
の
巡
狩
以
來
の
歷
史
を
强
調
す
る
。
し
か
し
「
魏
都
賦
」
は
、

29
正
位
居
體
者　
　
　
　

位
を
正
し
體
に
居
る
者
は
、

　

以
中
夏
爲
喉　
　
　
　

中
夏
を
以
て
喉
と
爲
し
、

　

不
以
邊
垂
爲
襟
也　
　

邊
垂
を
以
て
襟
と
爲
さ
ざ
る
な
り
。

の
炎
上
、
こ
れ
ら
の
史
實
を
賦
本
文
に
關
連
づ
け
る（
８
）。

　

こ
の
よ
う
な
實
證
主
義
的
寫
實
性
の
重
視
は
、
實
は
「
三
都
賦
」
の
み
に

當

す
る
も
の
で
は
な
く
、『
拾
遺
記
』
卷
九
に
見
え
る
張

の
『
博
物
志
』
に
關
す

る
記
事
に
も
確
認
で
き
る
。

今
卿
『
博
物
志
』、
所
未
聞
、
所
未
見
、將
恐
惑
亂
於
後
生
、繁

於
耳
目
。

可
更

截
浮
疑
、
分
爲
十
卷
。
…
…
帝
常
以
『
博
物
志
』
十
卷
、
置
於
函
中
、

暇
日
覽
焉
。

今
卿
の
『
博
物
志
』、
未
だ
聞
か
ざ
る
所
に

き
、
未
だ
見
ざ
る
と
こ
ろ
を

と
す
る
も
、
將
に
後
生
を
惑
亂
し
、
耳
目
を
繁

せ
ん
こ
と
を
恐
る
。
更

に
浮
疑
を
さ
ん

截せ
つ

し
、
分
け
て
十
卷
に
爲つ
く

る
べ
し
。
…
…
帝　
常
に
『
博
物
志
』

十
卷
を
以
て
、
函
中
に
置
き
、
暇
日　
焉
れ
を
覽
る
。

　

武
帝
司
馬
炎
は
、
張

の
『
博
物
志
』
が
記
す
「
未
見
」「
未
聞
」
な
事
象
に

感
心
し
つ
つ
も
、
そ
こ
に
は
な
お
「
浮
疑
」
な
る
も
の
が
あ
り
、
讀
み
手
を
惑
わ

す
も
の
と
し
て
削
除
を
求
め
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
左
思
も

ま
た
「
三
都
賦
」
に
お
い
て
、「
本
」
や
「
實
」、
す
な
わ
ち
實
在
す
る
事
象
の
重

視
を
强
く
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
風
俗
物
產
な
ど
の

寫

分
に
㊟
目
す
る
と
、
歷
史
敍
述
に
重
點

を
置
い
た
「
魏
都
賦
」
で
は
殆
ど

か
れ
ず（
９
）、「
蜀
都
賦
」
も
「
吳
都
賦
」
と
比

較
す
れ
ば
少
な
い
。
そ
し
て
、
最
も
多
く
か
つ
仔
細
に

か
れ
る
の
は
「
吳
都

賦
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
述
の
よ
う
に
當
時
に
孫
吳
の
平
定
が
西
晉
王
朝

內
で
企
圖
さ
れ
た
こ
と
と
關
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
來
の
領
土

で
あ
っ
た
曹
魏
の
風
俗
物
產
を
殊
更
に
詳
述
す
る
必
要
は
な
く
、「
三
都
賦
」

述
時
に
既
に
西
晉
に
歸
屬
し
て
い
た
蜀
漢
の
領
域
も
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
か
っ

た
。
一
方
、
こ
れ
か
ら
領
土
と
な
る
で
あ
ろ
う
孫
吳
の
領
域
に
對
し
て
は
、
領
域

そ
の
も
の
に
對
す
る
關
心
の
高
さ
も
相
俟
っ
て
、
よ
り
詳
細
な

き
方
に
な
っ
た



左
思
「
三
都
賦
」
と
西
晉
武
帝
司
馬
炎

五
三

「
重

」、
す
な
わ
ち
舜
に
準
え
る
こ
と
で
魏
晉
革
命
を
表
現
す
る
が
、
こ
こ
か
ら

禪
讓
を
受
け
た
司
馬
氏
を
閒

的
に
禹
に
準
え
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
に

禪
讓
革
命
に
基
づ
く
西
晉
王
朝
の
正

性
を
主
張
す
る
左
思
の
政
治
態
度
が
看
て

取
れ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
西
晉
王
朝
の
正

化
は
、
西
晉
武
帝
朞
の
他
の

述
活
動
に
も

同

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
陳
壽
の
『
三
國
志
』
魏
書
卷
四
陳
留
王
奐
紀
に

も
、
魏
晉
革
命
が
敍
述
さ
れ
る
。

十
二
⺼
壬
戌
、
天
祿
永
終
、
曆
數
在
晉
。
詔
羣
公
卿
士
具
儀
設
壇
于
南
郊
、

使
使
者
奉
皇
帝
璽
綬
册
、
禪
位
于
晉
嗣
王
、
如
漢
魏
故
事
。

（
咸
熙
二
年
〔
二
六
五
〕）
十
二
⺼
壬
戌
、
天
祿　
永
え
に
終
へ
、
曆
數　
晉
に
在

り
。
詔
し
て
羣
公
卿
士
を
し
て
儀
を
具
え
壇
を
南
郊
に
設
け
し
め
、
使
者
を

し
て
皇
帝
の
璽
綬
册
を
奉
ぜ
し
め
、
位
を
晉
の
嗣
王
に
禪
る
こ
と
、
漢
魏
の

故
事
の
如
し
。

　

天
祿
の
終
わ
り
と
曆
數
が
司
馬
氏
に
歸
す
る
こ
と
を
王
朝
交
替
の
契
機
と
す
る

の
は
、「
魏
都
賦
」
と
同

の
論
理
で
あ
る
。「
漢
魏
故
事
」
と
は
、
禪
讓
形
式
に

よ
る
後
漢
か
ら
曹
魏
へ
の
王
朝
交
替
を
指
す（
（（
（

。
後
漢
の
正

を
繼
い
だ
曹
魏
よ
り

禪
讓
を
受
け
た
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
、
西
晉
王
朝
を
正

化
し
よ
う
と
す
る

陳
壽
の
意

は
朙
ら
か
で
あ
ろ
う（
（（
（

。
彼
の
西
晉
王
朝
に
對
す
る
意

の
あ
ら
わ
れ

に
つ
い
て
は
、
趙
翼
『
廿
二
史
劄
記
』
卷
六
「
三
國
志
書
法
」
も
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

壽
修
書
在
晉
時
、
故
於
魏
晉
革
易
之
處
、
不
得
不
多
所
迴

。
而
魏
之
承

漢
、
與
晉
之
承
魏
、
一
也
。
既
欲
爲
晉
迴

、
不
得
不
先
爲
魏
迴

。
…
…

正

在
魏
、
則
晉
之
承
魏
爲
正

、
自
不
待
言
。
此
陳
壽
仕
於
晉
、
不
得
不

尊
晉
也
。

し
壽
の
修
書
す
る
は
晉
の
時
に
在
り
、
故
に
魏
晉
革
易
の
處
に
於
け
る
、

　

長
世
字
甿
者　
　
　
　

世
に
長
た
り
て
甿た
み

を
字や
し
なふ
者
は
、

　

以
衟
德
爲
　
　
　
　

衟
德
を
以
て

と
爲
し
、

　

不
以

險
爲
屛
也　
　

險
を
以
て
屛
と
爲
さ
ざ
る
な
り
。

と
述
べ
、
邊

や
險
阻
な
地
勢
に
恃
む
吳
蜀
に
對
し
て
、
中
央
に
位
置
し
て
衟
德

を
賴
り
と
す
る
曹
魏
の
優
位
が
宣
言
さ
れ
る
。
王
鳴
盛
が
「
吳
都
・
蜀
都
を
抑
へ

て
魏
都
を
申
ぶ
る
」
と
指

す
る
通
り
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
彼
が
指

す
る
よ

う
に
西
晉
王
朝
が
曹
魏
を
繼
い
だ
た
め
で
あ
ろ
う
。
事
實
、
曹
魏
王
朝
に
よ
る
司

馬
氏
へ
の
禪
讓
の

子
は
、「
魏
都
賦
」
の
次
の
一
段
に
確
認
で
き
る
。

609
筭
祀
㊒
紀　
　
　
　
　

筭
祀　
紀
㊒
り
、

　

天
祿
㊒
終　
　
　
　
　

天
祿　
終
は
り
㊒
り
。

　

傳
業
禪
祚　
　
　
　
　

業
を
傳
へ
祚
を
禪ゆ
ず

り
、

　

高
謝

邦　
　
　
　
　

高
く

邦
に
謝
す
。

　

皇
恩
綽
矣　
　
　
　
　

皇
恩
は
綽ゆ
た

か
に
し
て
、

　

帝
德
冲
矣　
　
　
　
　

帝
德
は
冲む
な

し
。

　

讓
其
天
下　
　
　
　
　

其
の
天
下
を
讓
る
は
、

　

臣
至
公
矣　
　
　
　
　

臣
た
る
至
公
な
る
か
な
。

　

榮
操
行
之
獨
得　
　
　

操
行
の
獨
り
得
た
る
を
榮
え
と
し
、　　
　
　

　

超
百
王
之
庸
庸　
　
　

百
王
の
庸
庸
た
る
を
超
え
、

　

追
亙
卷
領
與
結
繩　
　

追
ひ
て
卷
領
と
結
繩
と
に
亙わ
た

り
、

　

睠
留
重

而
比
蹤　
　

重

を
睠か
え
りみ
留
め
て
蹤あ
と

を
比く
ら

ぶ
。

　

こ
こ
で
は
王
朝
の
命
數
の
限
界
と
天
祿
の
終
焉
の
た
め
、
曹
魏
王
朝
が
司
馬
氏

へ
と
天
下
を
讓
り
渡
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
魏
晉
革
命
を
曹
魏
の
歷
史
の
終
着

點
と
す
る
。「
魏
都
賦
」
は
曹
魏
が
主
な
敍
述
對
象
で
あ
る
た
め
、
そ
の
恩
德
や

西
晉
王
朝
の
臣
下
と
な
る
こ
と
を
許

す
る
態
度
が
稱
讚
さ
れ
、
倂
せ
て
そ
の
德

行
が
歬
代
の
諸
王
を
凌
駕
す
る
こ
と
が
讚
美
さ
れ
る
。
こ
こ
で
左
思
は
、
曹
魏
を
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泰
始
元
年
（
二
六
五
）
か
ら
平
吳
逹
成
の
太
康
元
年
（
二
八
〇
）
歬
後
の
一
時
朞
、

內
憂
外
患
と
も
言
え
る
喫
緊
の
政
治
課
題
を
抱
え
た
狀
況
に
あ
っ
た
。

　

內
政
上
の
問
題
は
、
泰
始
三
年
（
二
六
七
）
に
立
太
子
し
た
司
馬
衷
の
不
慧
疑

惑
と
、
そ
れ
に
伴
う
武
帝
司
馬
炎
と
同
母
弟
司
馬
攸
の
閒
に
生
じ
た
軋
轢
で
あ

る
。
司
馬
炎
は
「
政
略
結
婚
」
と
も
言
え
る
積
極
的
な
婚
姻
政
策
に
よ
っ
て
こ
れ

に
對
處
し
た（
（（
（

。
泰
始
九
年
（
二
七
三
）
に
司
馬
炎
は
世
閒
の
通
婚
を
一
時
的
に
禁

止
し
、
後
宮
へ
の
大
規

な
「
采
女
」
策
を
斷
行
す
る
。
倂
せ
て
、
咸
寧
三
年

（
二
七
七
）
及
び
太
康
十
年
（
二
八
九
）
に
は
太
子
衷
の
親
弟
に
對
す
る
封
王
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
太
子
衷
の

屛
と
し
て
の
親
弟
の

得
及
び
外
戚
の
擴
張

が
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
閒
、
司
馬
攸
は
太
康
四
年
（
二
八
三
）
に
歸

を
命
じ

ら
れ
憤
死
し
て
い
る
。
因
み
に
、
左
思
の
妹
左

は
「
采
女
」
策
斷
行
を
遡
る
泰

始
八
年
（
二
七
二
）
に
入
內
し
た
が（

（（
（

、
こ
れ
も
太
子
衷
不
慧
疑
惑
に
對
す
る
西
晉

王
朝
の
諸
政
策
の
枠
內
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

外
交
上
の
問
題
は
、
平
吳
、
す
な
わ
ち
孫
吳
の
平
定
に
關
す
る
問
題
で
あ
る
。

當
時
は
開
戰
時
朞
を
巡
り
、
司
馬
炎
を
筆
頭
に
羊
祜
や
杜
預
、
張

で
構
成
さ
れ

た
咸
寧
五
年
（
二
七
九
）
の
早
朞
開
戰
を
主
張
す
る
一
派
と
、
い
ま
だ
時
朞
尙
早

で
あ
る
と
し
て
太
康
元
年
（
二
八
〇
）
の
秋
冬
朞
の
開
戰
を
主
張
し
た
賈

を
中

心
に

勗
ら
で
構
成
さ
れ
た
一
派
と
の
對
立
が
あ
っ
た（
（（
（

。
武
帝
は
羊
祜
と
の
論
議

で
平
吳
の
構
想
を
固
め
、
羊
祜
沒
後
に
は
後
任
と
し
て
杜
預
を
最
歬
線
に
配
置

し
、
中
央
に
は
張

を
置
く
こ
と
で
平
吳
に
備
え
た
。
咸
寧
五
年
（
二
七
九
）、
賈

の
强
い
反
對
を
斥
け
出
兵
の
命
を
下
し（
（（
（

、
翌
太
康
元
年
（
二
八
〇
）、
時
の
孫
吳

皇
帝
で
あ
っ
た
孫
皓
の
降
伏
を
受
け
、
後
漢
末
の
動
亂
以
來
凢
そ
七
十
年
ぶ
り
の

一
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ほ
ど
に
武
帝
が
內
政
外
交
に
積
極
的
で
あ
っ
た
背
景
に
は
、
こ
の
當
時
に

は
西
晉
王
朝
の

力
基
盤
が
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

迴

す
る
所
多
か
ら
ざ
る
を
得
ず
。
而
し
て
魏
の
漢
を
承
く
る
と
、
晉
の
魏

を
承
く
る
と
は
一
な
り
。既
に
し
て
晉
の
爲
に
迴

せ
ん
こ
と
を
欲
す
れ
ば
、

先
ん
じ
て
魏
の
爲
に
迴

せ
ざ
る
を
得
ず
。
…
…
正

は
魏
に
在
れ
ば
、
則

ち
晉
の
魏
を
承
く
る
を
正

と
爲
す
こ
と
、
自
づ
か
ら
言
を
待
た
ず
。
此
れ

陳
壽
の
晉
に
仕
ふ
れ
ば
、
晉
を
尊
ば
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。

　

趙
翼
は
、
陳
壽
が
『
三
國
志
』
を

し
た
の
は
西
晉
王
朝
建
國
以
降
で
あ
る
た

め
に
魏
晉
革
命
を
正
當
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
陳
壽
が
西
晉
に
仕

え
る
官
僚
で
あ
る
た
め
に
西
晉
王
朝
を
正

化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
指

す
る
。

　

更
に
は
、
羊
祜
の
後
任
と
し
て
平
吳
の
際
に
最
歬
線
で
指
揮
し
た
杜
預
の

し

た
『
春
秋
左
氏
經
傳
集
解
』
に
も
、
こ
の
西
晉
王
朝
の
正

化
を
見
出
せ
る
。
杜

預
は
『
經
傳
集
解
』
の
中
で
、
司
馬
昭
に
よ
る
高
貴
鄕
公
髦
の
弑
殺
を
正
當
化
す

る
こ
と
で
西
晉
王
朝
の
正

性
を
朙
ら
か
に
し
た
と
さ
れ
る（
（（
（

。『
經
傳
集
解
』
の

後
序
で
は
、

書
の

述
時
朞
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

太
康
元
年
三
⺼
、
吳
寇
始
平
。
余
自
江
陵
還
襄
陽
、
解
甲
休
兵
。
乃
申
抒

意
、
修
成
『
春
秋
釋
例
』
及
『
經
傳
集
解
』。

太
康
元
年（
二
八
〇
）三
⺼
、吳
寇
始
め
て
平
ぐ
。
余　
江
陵
よ
り
襄
陽
へ
還
り
、

甲
を
解
き
兵
を
休
ま
し
む
。
乃
ち

意
を
申
抒
し
、『
春
秋
釋
例
』
及
び
『（
春

秋
左
氏
）
經
傳
集
解
』
を
修
成
す
。

　

こ
こ
で
杜
預
は
、
太
康
元
年
（
二
八
〇
）
の
平
吳
の
逹
成
を
契
機
と
し
て
、
彼

の
宿
願
で
あ
っ
た
『
經
傳
集
解
』
を

述
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し

く
、「
三
都
賦
」
が
泰
始
八
年
（
二
七
二
）
か
ら
太
康
二
年
（
二
八
一
）
に
か
け
て
、

『
三
國
志
』
が
平
吳
逹
成
の
太
康
元
年
（
二
八
〇
）
以
降
に
そ
れ
ぞ
れ

述
さ
れ
た

の
と
同
時
朞
の
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
彼
ら
が
一

に
正

性
を
主
張
し
た
西
晉
王
朝
は
、
そ
の
建
國
の



左
思
「
三
都
賦
」
と
西
晉
武
帝
司
馬
炎

五
五

ず
、
洛
陽
を
都
と
し
た
も
の
の
實
質
は
そ
の
㊮
格
が
な
い
こ
と
、「
三
都
賦
」
の

述
が
曹
魏
王
朝
及
び
西
晉
王
朝
の
正

性
を
主
張
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
、

こ
れ
ら
が
鄴
都
選
擇
の
要
因
で
あ
っ
た
と
す
る（
（（
（

。
倂
せ
て
筆
者
は
、
洛
陽
が
西
晉

時
朞
に
如
何
な
る
都
城
と
認

さ
れ
て
い
た
か
も
關
係
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

ま
ず
西
晉
時
朞
に
お
け
る
洛
陽
は
、
王
朝
の
帝
都
と
し
て
認

さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
陸
機
の
「
爲
顧
彥
先
贈
婦
二
首
」
其
一
（『
文
選
』
卷
二
十
四
）
に
、

辭
家
遠
行
遊　
　

家
を
辭
し
て
遠
く
行
遊
す
れ
ば
、

悠
悠
三
千
里　
　

悠
悠
と
し
て
三
千
里
。

京
洛
多
風
塵　
　

京
洛
は
風
塵
多
け
れ
ば
、

素
衣
化
爲
緇　
　

素
衣
は
化
し
て
緇
と
爲
ら
ん
。

と
あ
り
、
孫
吳
か
ら
遠
方
の
地
で
あ
る
洛
陽
が
「
京
洛
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
。

　

だ
が
洛
陽
は
、
そ
れ
と
同
時
に
曹
氏
と
司
馬
氏
の
閒
に
起
き
た
凄
慘
な

力
抗

爭
の
場
で
も
あ
っ
た
。
兩
者
の

力
抗
爭
は
、
正
始
十
年
（
二
四
九
）
の
司
馬
懿

に
よ
る
曹
爽
に
對
す
る
叛
亂
及
び
殺
害
に
始
ま
り
、
つ
い
で
嘉
平
三
年
（
二
五
一
）

に
は
彼
の
專

に
對
す
る
王
凌
の
叛
亂
が
鎭
壓
さ
れ
る
。
司
馬
師
は
、
嘉
平
六
年

（
二
五
四
）
に
夏
侯
玄
ら
の
殺
害
と
齊
王

の
廢
位
を
行
い
、
正
元
二
年
（
二
五
五
）

に
毌
丘
儉
と
文
欽
の
亂
を
鎭
壓
す
る
。
司
馬
昭
が
跡
を
繼
い
で
か
ら
は
、
甘
露
三

年
（
二
五
八
）
に
諸

誕
の
叛
亂
を
鎭
壓
し
、
彼
を
殺
害
す
る
。
そ
し
て
甘
露
五

年
（
二
六
〇
）
に
は
高
貴
鄕
公
髦
を
弑
殺
し
た
が
、
こ
こ
で
司
馬
氏
と
曹
氏
の

力
關
係
は
逆
轉
す
る
。
結
果
と
し
て
泰
始
元
年
（
二
六
五
）、
魏
晉
革
命
を
經
て

西
晉
王
朝
が
建
國
さ
れ
る（
（（
（

。
曹
爽
に
對
す
る
叛
亂
と
殺
害
、
夏
侯
玄
の
殺
害
及
び

齊
王

の
廢
位
、
高
貴
鄕
公
髦
の
弑
殺
は
洛
陽
城
內
或
い
は
近
郊
で
行
わ
れ（
（（
（

、
就

中
、
高
貴
鄕
公
髦
の
弑
殺
は
王
朝
建
國
の
僅
か
五
年
歬
の
出
來
事
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
王
朝
初
朞
に
お
い
て
記

に
新
し
い
事
件
と
見
え
、『
晉
書
』
卷
五
十
庾
純

る
。
こ
の
こ
と
は
『
晉
書
』
卷
三
十
四
羊
祜
傳
に
見
え
る
咸
寧
四
年
（
二
七
八
）

の
羊
祜
の
臨
終
閒
際
に
張

に
託
さ
れ
た
遺
言
か
ら
窺
え
る
。

今
主
上
㊒
禪
代
之
美
、
而
功
德
未

。
吳
人
虐
政
已
甚
、
可
不
戰
而
克
。
混

一
六
合
、
以
興
文
敎
、
則
主
齊
堯
舜
、
臣
同
稷
契
、
爲
百
代
之
盛
軌
。

今
主
上　
禪
代
の
美
㊒
る
も
、
功
德
未
だ

れ
ず
。
吳
人
の
虐
政
已
に
甚
だ

し
け
れ
ば
、
戰
は
ず
し
て
克
つ
べ
し
。
六
合
を
混
一
し
、
以
て
文
敎
を
興
さ

ば
、
則
ち
主
は
堯
舜
に
齊
し
く
、
臣
は
稷
契
に
同
じ
く
、
百
代
の
盛
軌
と
爲

ら
ん
。

　

羊
祜
は
、
武
帝
が
魏
晉
革
命
を
果
た
し
た
こ
と
は
評
價
す
る
が
、
彼
に
朙
確
な

功
績
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
德
が
未
だ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
危
惧
す
る
。

そ
し
て
、
平
吳
を

力
基
盤
確
立
の
契
機
と
し
、「
文
敎
」
政
策
を
通
じ
て
堯
舜

に
匹

す
る
治
世
を
築
く
よ
う
進
言
す
る
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
左
思
や
陳
壽
、
杜
預
が

述
活
動
を
な
し
た
當
時
は
、
西

晉
王
朝
の

力
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
王
朝
も
平
吳
や
「
文
敎
」
政
策
を

通
じ
て
そ
の
確
立
を
目
指
し
た
時
朞
で
あ
っ
た
。
左
思
ら
の
西
晉
王
朝
を
正

化

せ
ん
と
す
る

述
活
動
と
、
當
時
の
狀
況
下
に
お
け
る
西
晉
王
朝
の
目
標
と
は
、

そ
の
志
向
を
同
じ
く
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、「
三
都
賦
」
に
見
え
る
西
晉
王
朝
へ
の
配
慮

　

こ
れ
ま
で
に
見
た
「
三
都
賦
」
の
敍
述
か
ら
は
、
西
晉
王
朝
と
の
志
向
の
一
致

が
見
出
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
何
故
「
魏
都
賦
」
の
魏
都
が
曹
魏
王
朝
の
帝
都
で
あ

る
洛
陽
で
は
な
く
、
魏
王
國
の
王
都
で
あ
る
鄴
都
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
と
も

關
わ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
王
德

氏
が
、
洛
陽
が

一

王
朝
に
と
っ
て
政
治
及
び
地
理
的
な
重
點
で
あ
っ
た
こ
と
、
鄴
都
は
曹
操
の
功
業

を
稱
讚
す
る
の
に
㊜
し
て
い
た
こ
と
、
曹
魏
は
三
國
の

一
を
果
た
し
て
お
ら



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

五
六

　

將
猛
四
七　
　
　
　
　
　
　

將
は
四
七
よ
り
猛
し
。

　

赫
赫
震
震　
　
　
　
　
　
　

赫
赫
震
震
と
し
て
、

　

開
務
㊒
謐　
　
　
　
　
　
　

開
務　
謐し
づ

か
な
る
こ
と
㊒
り
。

　

故
令
斯
民
覩
泰
階
之
平　
　

故
に
斯
民
を
し
て
泰
階
の
平
な
る
を
覩
、

　

可
比
屋
而
爲
一　
　
　
　
　

屋
を
比な
ら

べ
て
一
と
爲
る
べ
か
ら
し
む
。

　

曹
氏
の
宗
室
と
し
て
、
任
城
王
曹

と
東
阿
王
曹
植
が
擧
げ
ら
れ
、
彼
ら
が

屛
と
し
て
そ
の
豐
か
な
才
能
を
發
揮
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
八
元
八
凱

や
光
武
帝
の
二
十
八
將
に
も
匹

す
る
㊒
能
な
文
官
武
官
が
曹
魏
を

え
た
こ
と

に
よ
り
、
太
平
の
世
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
詠
う
。
こ
の
敍
述
內

容
は
、
王
朝
建
國
ま
で
の
歷
史
敍
述
が
凢
そ
百
三
十
句
を
か
け
て
仔
細
に
展
開
さ

れ
る
の
と
比
べ
る
と
非
常
に

略
で
あ
る（
（（
（

。

　

こ
こ
か
ら
は
當
時
に
お
け
る
司
馬
氏
と
曹
氏
と
の

力
抗
爭
に
關
す
る
生
々
し

い
記

に
敏
感
に
反
應
し
、
洛
陽
と
い
う
場
を
强
調
し
な
い
よ
う
細
心
の
㊟
意
を

拂
う
左
思
の
配
慮
が
窺
わ
れ
る
。

　

以
上
、「
魏
都
賦
」
に
お
け
る
曹
魏
王
朝
時
朞
を
主
體
と
し
た
敍
述
か
ら
は
、

左
思
の
西
晉
司
馬
政

へ
の
配
慮
が
垣
閒
見
え
た
。
曹
魏
の
帝
都
で
あ
る
洛
陽
で

は
な
く
鄴
都
が
選
擇
さ
れ
た
こ
と
や
賦
本
文
で
魏
晉
革
命
ま
で
が
敍
述
さ
れ
た
こ

と
も
、
や
は
り
左
思
の
配
慮
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
西
晉
武
帝
朞
に
お
け
る
中
書
省
の
役
割

　

先
に
述
べ
た
左
思
や
陳
壽
、
杜
預
に
よ
る

述
活
動
の
う
ち
、
左
思
と
陳
壽
の

そ
れ
が
、
彼
ら
の
中
書
省
に
在
籍
し
た
時
朞
に
な
さ
れ
た
事
實
は
看
過
し
て
は
な

ら
な
い
。
い
ま
、「
三
都
賦
」

述
の
經
緯
を
『
晉
書
』
卷
九
十
二
左
思
傳
よ
り

確
認
す
る
。

造
「
齊
都
賦
」、
一
年
乃
成
。
復
欲
賦
三
都
、
會
妹

入
宮
、
移
家
京
師
、

傳
に
も
次
の
よ
う
な
記
事
が
殘
る
。

純
因
發
怒
曰
「
賈

、
天
下
兇
兇
、
由
爾
一
人
。」

曰
「

輔
佐
二
世
、

平
巴
蜀
、
㊒
何
罪
而
天
下
爲
之
兇
兇
。」
純
曰
「
高
貴
鄕
公
何
在
。」
衆
坐

因
罷
。

純
因
り
て
怒
を
發
し
て
曰
く
「
賈

、
天
下
の
兇
兇
た
る
は
、
爾
一
人
に
由

れ
り
」
と
。

曰
く
「
　
二
世
を
輔
佐
し
、
巴
蜀
を

平
す
、
何
の
罪
㊒

り
て
天
下　
之
が
爲
に
兇
兇
た
ら
ん
」
と
。
純
曰
く
「
高
貴
鄕
公
何
く
に
か

在
る
」
と
。
衆
坐
し
て
因
り
て
罷
む
。

　

司
馬
昭
と
炎
の
二
代
に
仕
え
、
蜀
漢
平
定
の
功
績
を
誇
示
す
る
賈

に
對
し

て
、
庾
純
は
高
貴
郷
公
髦
の
所
在
を
問
う
こ
と
で
、
魏
晉
革
命
に
お
け
る
賈

の

所
業
を
痛
烈
に
批
難
す
る
。
酒
宴
の
席
で
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
直

な
物
言
い

で
あ
り
、
結
果
と
し
て
庾
純
は
免
官
さ
れ
る
。
曹
氏
と
司
馬
氏
の

力
抗
爭
、
と

り
わ
け
洛
陽
城
下
で
起
き
た
兩
者
の
直

衝
突
の
當
事
者
が
健
在
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
西
晉
初
朞
に
は
こ
れ
ら
の
抗
爭
を
想
起
さ
せ
る
言
動
が

迎
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
よ
う
。
事
實
、「
三
都
賦
」
に
お
い
て
も
洛
陽
在
都
時

は
次
の
よ
う
に
敍
述
さ
れ
る
。

595
本
枝
別
幹　
　
　
　
　
　
　

本
枝　
幹
を
別
ち
、

　

屛
皇
家　
　
　
　
　
　
　

皇
家
に

屛
す
。

　

勈

任
城　
　
　
　
　
　
　

勈
な
る
は
任
城
（
曹

）
の

く
、

　

才

東
阿　
　
　
　
　
　
　

才
あ
る
は
東
阿
（
曹
植
）
の

し
。

　

抗

則
威
噞
秋
霜　
　
　
　
は
た

を
抗あ

ぐ
れ
ば
則
ち
威　
秋
霜
よ
り
噞け
は

し
く
、

　

摛
翰
則

縱
春
　
　
　
　

翰ふ
で

を
摛の

ぶ
れ
ば
則
ち
　
春

よ
り
縱
な
り
。

　

雄
豪　
　
　
　
　
　
　
え
い
て
つ

雄
豪
、

　

佐
命
帝
室　
　
　
　
　
　
　

命
を
帝
室
に
佐
く
。

　

相

二
八　
　
　
　
　
　
　

相
は
二
八
を

ね
、



左
思
「
三
都
賦
」
と
西
晉
武
帝
司
馬
炎

五
七

　

當
時
の
中
書
省
の
狀
況
を
確
認
す
れ
ば
、
中
書
監
に
は
王
朝
の
機
密
を
建
國
以

來
預
か
り
續
け
、
宮
中
の

書
を
管
理
し
た

勗
が
就
き
、
中
書
令
は
張

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
劉
逵
が
中
書
郞
と
し
て
、
張
載
が

作
郞
と
し
て
在
籍
し
、
彼

ら
の
㊟
釋
活
動
は
「
三
都
賦
」
の

述
直
後
に
行
わ
れ
た
。
更
に
は
、
陳
壽
も

作
郞
と
し
て
『
三
國
志
』
の

述
に
取
り
組
ん
で
い
た（
（（
（

。

　

當
時
の
中
書
省
の

掌
は
詔
敕
の
起

や
史
書
の
編
纂
、
祕
書
の
管
理
で
あ

り
、
武
帝
朞
に
は
、
中
書
監
と
し
て

勗
と

、
何
劭
の
三
名
、
中
書
令
と
し

て
庾
純
と
張

、
和
嶠
の
三
名
が
任
官
し
て
い
た
。
彼
ら
の
事
跡
を
『
晉
書
』
本

傳
よ
り
確
認
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
人
材
が
中
書
省
に
集
め
ら
れ
た
か
を
分

析
す
る
。
ま
ず
中
書
監
に
就
い
た

勗
と

と
何
劭
に
つ
い
て
、

勗
は
『
晉

書
』
卷
三
十
九

勗
傳
に
、

勗
字
公
曾
、
潁
川
潁
陰
人
、
…
…
岐
嶷
夙
成
、
年
十
餘
歲
能
屬
文
。
…
…

拜
中
書
監
、
加
侍
中
、
領

作
、
與
賈

共
定
律
令
。
…
…
勗
久
管
機
密
、

㊒
才
思
、
探
得
人
主

旨
、
不
犯
顏
迕
爭
、
故
得
始
終
全
其

祿
。

勗　
字
は
公
曾
、
潁
川
潁
陰
の
人
な
り
、
…
…
岐
嶷
に
し
て
夙
成
な
れ
ば
、

年
十
餘
歲
に
し
て
能
く
文
を
屬
す
。
…
…
中
書
監
を
拜
し
、
侍
中
を
加
へ
ら

れ
、

作
を
領
し
、
賈

と
共
に
律
令
を
定
む
。
…
…
勗　
久
し
く
機
密
を

管
り
、
才
思
㊒
れ
ば
、
人
主
の

旨
を
探
し
得
て
、
顏
を
犯
し
爭
ひ
に
迕あ

は

ざ
れ
ば
、
故
に
始
終　
其
の

祿
を
全
く
す
る
を
得
。

と
あ
り
、

は
『
晉
書
』
卷
四
十
四

傳
に
、

字
長
駿
、
弘
敏
㊒
才
義
。
…
…

棲
遲
家
巷
垂
十
載
、
敎
誨
子
孫
、
講
誦

經
典
。
集
經
書
要
事
、名
曰
「
善
文
」、行
于
世
。
…
…
數
年
、以
爲
中
書
監
。

（

）
　
字
は
長
駿
、
弘
敏
に
し
て
才
義
㊒
り
。
…
…
　
家
巷
に
棲
遲
す

る
こ
と
十
載
に
垂な
ん
なん
と
し
、
子
孫
に
敎
誨
し
、
經
典
を
講
誦
せ
し
む
。
經
書

の
要
事
を
集
め
、
名
づ
け
て
「
善
文
」
と
曰
ひ
、
世
に
行
は
る
。
…
…
數
年

乃
詣

作
郞
張
載
訪
岷
邛
之
事
。
遂
構
思
十
年
、
門
庭

溷
皆

筆
紙
、
遇

得
一
句
、

便

之
。
自
以
所
見
不
博
、
求
爲
祕
書
郞
。

（
左
思
）「
齊
都
賦
」
を
造
り
、
一
年
に
し
て
乃
ち
成
れ
り
。
復
た
三
都
を
賦

せ
ん
と
欲
し
、
會た
ま
たま
妹

の
宮
に
入
り
、
家
を
京
師
に
移
し
、
乃
ち

作
郞

張
載
に
詣
り
岷
邛
の
事
を
訪
ぬ
。
遂
に
構
思
す
る
こ
と
十
年
、
門
庭

溷
に

皆
な
筆
紙
を

け
、
遇た
ま
たま
一
句
を
得
れ
ば
、
す
な
は便
ち
之
を

す
。
自
ら
見
る

所
の
博
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
求
め
て
祕
書
郞
と
爲
る
。

　

左
思
は
「
三
都
賦
」
を

述
す
る
に
際
し
て
、
張
載
に
蜀
の
情
報
を
求
め
、
一

句
浮
か
ぶ
每
に
「
門
庭

溷
」
に
備
え
た
紙
に
書
き
付
け
、
自
身
の
淺
學
を
憂
慮

し
祕
書
郞
の

を
求
め
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
左
思
の
「
三
都
賦
」

述
に
沒

頭
す
る

が
窺
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
左
思
が
求

し
た
祕
書
郞
と
は
宮
中
の

書
を
閱
覽
で
き
る
官

で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
從
來
は
「
三
都
賦
」
の

述
と
左
思
の
祕
書
郞
就
官
と

を
直

に
結
び
つ
け
、

述
活
動
を
圓
滑
に
進
め
る
た
め
の
就
官
と
捉
え
ら
れ
て

き
た
。
事
實
そ
う
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
や
は
り
祕
書
郞
就
官
の
背
景
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
祕
書
郞
が
左
思
の
起
家
官
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

祕
書
郞
は
六
品
官
で
あ
る
た
め
鄕
品
二
品
の
起
家
官
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
左

思
の
家
格
か
ら
の
み

斷
す
れ
ば
六
品
官
で
の
起
家
は
困
難
で
あ
り
、
從
來
は
左

思
自
身
の
才
能
に
よ
る
起
家
で
あ
る
と
さ
れ
る（
（（
（

。
も
っ
と
も
、
祕
書
郞
が
左
思
の

起
家
官
で
な
い
可
能
性
も

分
に
考
え
う
る
。
但
し
、
妹
の
左

が
入
內
し
て
お

り
武
帝
と
は
近
し
い
關
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
『
晉
書
』
左
思
傳
に
「
求
め

て
祕
書
郞
と
爲
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
そ
の
祕
書
郞
就
官
に
は
左
思
の
家
格

以
外
の
要
因
が
考
慮
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
何
れ
に
せ
よ
、
左
思
の
「
三

都
賦
」

述
に
お
い
て
、
こ
の
中
書
省
に
屬
す
る
祕
書
郞
へ
の
就
官
が
重
要
な
意

味
を
持
つ
こ
と
は
閒
違
い
な
い
。
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第
六
十
六
集

五
八

と
見
え
る
。
和
嶠
は
『
晉
書
』
卷
四
十
五
和
嶠
傳
に
、

和
嶠
字
長
輿
、
汝
南
西
平
人
也
。
…
…
賈

亦
重
之
、
稱
於
武
帝
、
入
爲
給

事
黃
門
侍
郞
、
遷
中
書
令
、
帝
深
器
遇
之
。

和
嶠　
字
は
長
輿
、
汝
南
西
平
の
人
な
り
。
…
…
賈

亦
た
之
を
重
ん
じ
、

武
帝
に
稱
し
、
入
り
て
給
事
黃
門
侍
郞
と
爲
り
、
中
書
令
に
遷
る
も
、
帝
深

く
之
を
器
遇
す
。

と
記
さ
れ
る
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
經
歷
や
才
質
に
よ
っ
て
、
以
下
の
特
色
が
指

で
き
る
。

　

ま
ず
（
一
）
儒
敎
に
習
熟
し
て
い
る
こ
と
。「
善
文
」
を

し
た

、「
儒

宗
」
と
稱
さ
れ
た
庾
純
が

當
す
る
。（
二
）
博

或
い
は
文
才
を
㊒
し
た
こ

と
。

勗
、
庾
純
、
張

、
何
劭
が
擧
げ
ら
れ
る
。（
三
）
武
帝
司
馬
炎
に
よ
る

信
賴
が
篤
く
關
係
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
。
開
國
の
功
臣
で
あ
る

勗
、
平
吳
政
策

で
武
帝
の
信
賴
を

得
し
た
張

、
賈

の
推
擧
に
よ
り
武
帝
に
好
遇
さ
れ
た
和

嶠
、
武
帝
の
竹
馬
の
友
で
あ
っ
た
何
劭
が

當
す
る
。
こ
れ
ら
の
特
色
の
う
ち
、

儒
敎
は
司
馬
氏
の
家
學
で
あ
る
し
、
博

及
び
文
才
は
中
書
官
僚
が
本
來
的
に
備

え
る
べ
き
㊮
質
で
あ
り
、
か
つ
武
帝
の
評
價
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た（
（（
（

。
こ
の
よ

う
な
司
馬
氏
の
志
向
に
合
致
し
武
帝
の
信
任
篤
い
人
物
が
、
こ
と
中
書
省
に
お
い

て
多
く
任
官
し
た
の
で
あ
る
。

　

左
思
は
、
代
々
儒
學
を
修
め
た
家
系
で
あ
り（

（（
（

、「
齊
都
賦
」

述
の
事
實
か
ら

も
祕
書
郞
就
官
時
に
は
そ
の
文
才
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
妹
左

の
入
內
に
よ

り
武
帝
と
は
近
し
い
關
係
に
あ
り
、
如
上
の
特
色
を
す
べ
て
備
え
て
い
た
。
中
書

官
僚
で
は
な
い
が
、
杜
預
も
そ
の
特
色
を
完
備
し
て
お
り（
（（
（

、
武
帝
の
意
圖
が
反
映

さ
れ
う
る
環

に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　

皇
帝
の
意
思
を
公
示
す
る
中
書
省
に
は
、
當
然
の
こ
と
と
し
て
皇
帝
が
人
事
に

關
與
す
る
が
、
こ
と
「
三
都
賦
」
に
關
連
し
て
考
え
た
場
合
、
中
書
省
に
在
籍
す

に
し
て
、
以
て
中
書
監
と
爲
れ
り
。

と
見
え
る
。
何
劭
に
つ
い
て
は
『
晉
書
』
卷
三
十
三
何
劭
傳
に
、

劭
字

祖
、
少
與
武
帝
同
年
、
㊒
總
角
之
好
。
…
…
劭
博
學
、
善
屬
文
、
陳

說
近
代
事
、

指
諸
掌
。

（
何
）
劭　
字
は

祖
、
少
く
し
て
武
帝
と
同
年
な
れ
ば
、
總
角
の
好
㊒
り
。

…
…
劭　
博
學
に
し
て
、
善
く
文
を
屬
し
、
近
代
の
事
を
陳
說
す
る
に
、
諸こ
れ

を
掌
た
な
ご
こ
ろに
指
す
が

し
。

と
記
さ
れ
る
。
彼
が
中
書
監
に
就
い
た
こ
と
は
『
晉
書
』
卷
四
惠
帝
紀
に
、

秋
八
⺼
壬
午
、
立
廣
陵
王
遹
爲
皇
太
子
、
以
中
書
監
何
劭
爲
太
子
太
師
。

（
永
熙
元
年
〔
二
九
〇
〕）
秋
八
⺼
壬
午
、廣
陵
王
遹
を
立
て
て
皇
太
子
と
爲
し
、

中
書
監
何
劭
を
以
て
太
子
太
師
と
爲
す
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
帝
朞
の
最
末
朞
に
は
中
書
監
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

つ
い
で
中
書
令
の
庾
純
と
張

、
和
嶠
に
つ
い
て
、
庾
純
は
『
晉
書
』
卷
五
十
庾

純
傳
に
、

庾
純
字
謀
甫
、
博
學
㊒
才
思
、
爲
世
儒
宗
。
…
…
歷
中
書
令
・
河
南
尹
。

庾
純　
字
は
謀
甫
、
博
學
に
し
て
才
思
㊒
り
、
爲
に
世
に
儒
宗
た
り
。
…
…

中
書
令
・
河
南
尹
を
歷
。

と
あ
り
、
張

は
『
晉
書
』
卷
三
十
六
張

傳
に
、

張

字

先
、

陽
方
城
人
也
。
…
…

學
業
優
博
、
辭

溫
麗
、
朗
瞻
多

通
、
圖
緯
方
伎
之
書

不
詳
覽
。
…
…

强
記
默

、
四
海
之
內
、

指
諸

掌
。
…
…
數
歲
、
拜
中
書
令
、
後
加
散
騎
常
侍
。

張
　
字
は

先
、
陽
方
城
の
人
な
り
。
…
…
　
學
業
優
博
、
辭

溫
麗
、

朗
瞻
に
し
て
多
通
し
、
圖
緯
方
伎
の
書
の
詳
覽
せ
ざ
る
は

し
。
…
…
　

强
記
默

、
四
海
の
內
、
諸
を
掌
に
指
す
が

し
。
…
…
數
歲
に
し
て
、
中

書
令
を
拜
し
、
後
に
散
騎
常
侍
を
加
へ
ら
る
。



左
思
「
三
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西
晉
武
帝
司
馬
炎
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國
志
』
の

述
を
通
し
て
、
曹
丕
と
曹
植
と
の
關
係
性
に
司
馬
炎
と
司
馬
攸
の
そ

れ
を
投
影
し
、
帝
室
衰
亡
に
繫
が
る
後
嗣
爭
い
と
文
帝
曹
丕
に
よ
る
至
親
諸
王
へ

の
冷
遇
と
を
强
調
し
て
敍
述
す
る
こ
と
で
、
却
っ
て
長
子
相
續
の
原
則
と
至
親
諸

王
を
用
い
た
輔
政
體
制
の
確
立
と
を
武
帝
司
馬
炎
に
對
し
て
言
外
に
訴
え
た
と
さ

れ
る（
（（
（

。「
魏
都
賦
」
に
お
い
て
、
司
馬
炎
と
司
馬
攸
の
關
係
に
投
影
さ
れ
る
曹
丕

と
曹
植
を
擧
げ
た
の
は
恐
ら
く
は
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
左
思
は
親
弟
に
よ
る
補

佐
を
曹
魏
王
朝
の
稱
讚
す
べ
き
點
と
し
て

く
が
、
こ
こ
か
ら
は
武
帝
司
馬
炎
と

同
母
弟
司
馬
攸
の
軋
轢
の
解
消
を
朞
待
す
る
左
思
自
身
の
政
治
態
度
を
讀
み
取
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
漢
賦
が
本
來
的
に
持
つ
諷
諫
の
精
神
を
僅
か
で
は
あ

る
が
見
出
し
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

二
つ
め
は
、「
吳
都
賦
」
よ
り
孫
吳
の
領
域
を
述
べ
た

分
を
擧
げ
る
。

161
爾
乃
地
勢

　
　

爾
し
て
乃
ち
地
勢　
お
う
い
つ

し
、

　
　
　

卉
木

　
　

卉
木　
お
う
ま
ん

す
。

　
　
　

遭

爲
圃　
　

に
遭
ひ
て
圃
と
爲
し
、

　
　
　

値
林
爲
　
　

林
に
値
ひ
て

と
爲
す
。

　
　
　

　
　
い

か　
ふ
い
く

し
、

　
　
　

夏

冬
　
　

夏
はか
が
やき
冬
はあ
ざ
や
かな
り
。

　
　
　

方
志
所
辨　
　

方
志
の
辨
ず
る
所
に
し
て
、

　
　
　

中
州
所
羡（
（（
（
　
　

中
州
の
羡ね
が

ふ
所
な
り
。

　

孫
吳
の
領
域
に
つ
い
て
、
起
伏
に
富
み

木
が
繁

し
、
自
然
そ
の
ま
ま
を

園
と
し
、
珍
奇
な

が
夏
冬
問
わ
ず
咲
き
亂
れ
る
と
い
う
、
中
原
で
は
見
ら
れ
な

い
孫
吳
特
㊒
の
氣
候
風
土
を

き
出
す
。
後
半
二
句
で
、
こ
の
よ
う
な
孫
吳
特
㊒

の
風
土
が
、
地
方
志
に
說
朙
が
あ
り
、
中
州
が
羨

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
。
こ
の
「
中
州
」
は
孫
吳
に
對
す
る
中
央
、
す
な
わ
ち
中
原
を
意
味
し
て
お

り
、
直

に
は
鄴
都
を
王
都
と
す
る
曹
魏
を
指
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
し

る
官
僚
に
よ
っ
て
「
三
都
賦
」
本
文
及
び
そ
の
㊟
釋
が

さ
れ
た
こ
と
に
は
、
武

帝
の
存
在
と
そ
の
意
圖
と
が
反
映
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
先
に
論
じ
た
「
三
都
賦
」
に
確
認
さ
れ
る
左
思
の
西
晉
王
朝
に
對
す
る
配
慮

も
、
彼
の
中
書
官
僚
と
し
て
置
か
れ
た
環

に
據
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

　

但
し
、
左
思
や
陳
壽
、
杜
預
の

述
活
動
の
す
べ
て
を
武
帝
司
馬
炎
の
存
在
へ

と

斂
さ
せ
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
當
時
は
平
吳
を
通
し
て
三
國

一
へ
の
機
運

が
大
き
く
高
ま
っ
た
時
朞
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
狀
況
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
ら

の

述
活
動
は
、

一
を
果
た
し
た
西
晉
王
朝
の
來
た
る
べ
き
「
文
敎
」
政
治
に

對
し
て
各
自
が
自
發
的
に
對
應
し
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。
中
書
官
僚
で
は
な

い
杜
預
に
よ
る

述
が
左
思
や
陳
壽
の
そ
れ
と
同
じ
志
向
を
持
ち
、
平
吳
を
終
え

た
後
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を

證
し
よ
う
。

六
、
左
思
「
三
都
賦
」
と
西
晉
武
帝
司
馬
炎

　
「
三
都
賦
」
の

述
活
動
は
、
左
思
が
祕
書
郞
と
し
て
中
書
省
に
在
籍
し
た
こ

と
も
あ
り
、
武
帝
司
馬
炎
の
存
在
や
意
圖
が
反
映
さ
れ
う
る
環

に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
實
際
に
「
三
都
賦
」
本
文
の
內
容
か
ら
確
認
し
た
い
。

　

一
つ
め
は
、
先
述
し
た
「
魏
都
賦
」
に
見
え
る
洛
陽
在
都
時
の
敍
述
で
あ
る
。

595
本
枝
別
幹　
　

本
枝　
幹
を
別
ち
、

　

屛
皇
家　
　

皇
家
に

屛
す
。

　

勈

任
城　
　

勈
な
る
は
任
城
の

く
、

　

才

東
阿　
　

才
あ
る
は
東
阿
の

し
。

　

こ
こ
で
左
思
は
文
帝
曹
丕
を

え
る

屛
と
し
て
、
親
弟
で
あ
り
武
勈
に
秀
で

た
任
城
王
曹

と
、
同
じ
く
親
弟
で
あ
り
文
才
に
優
れ
た
東
阿
王
曹
植
の
二
人
の

同
母
弟
を
擧
げ
る
。
文
帝
曹
丕
と
そ
の
同
母
弟
で
あ
る
曹

や
曹
植
と
の
關
係

は
、
武
帝
司
馬
炎
と
同
母
弟
司
馬
攸
と
の
關
係
性
と
同
じ
で
あ
る
。
陳
壽
は
『
三



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

六
〇

る
左
思
の
政
治
意

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
倂
せ
て
平
吳
の
實
施
を
是
認
す
る
態

度
を
も
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、「
三
都
賦
」
に
見
え
る
實
證
主
義
的
寫
實
性
、
類
書
的
性

質
、
西
晉
王
朝
の
正

化
と
い
っ
た
特
徵
は
、
魏
晉
革
命
を
果
た
し
、
平
吳
へ
と

進
し
、
三
國

一
が
逹
成
さ
れ
た
、
西
晉
武
帝
朞
と
い
う
激
動
の
時
代
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
西
晉
王
朝
の
正

化
は
、
陳
壽

の
『
三
國
志
』
や
杜
預
の
『
春
秋
左
氏
經
傳
集
解
』
に
も
見
出
せ
る
特
徵
で
あ
っ

た
。
彼
ら
の

述
活
動
は
武
帝
司
馬
炎
の
意
圖
を
斟
酌
し
、
そ
し
て
三
國

一
を

迎
え
ん
と
し
た
狀
況
に
お
い
て
、
來
た
る
べ
き
「
文
敎
」
政
治
へ
向
け
て
各
自
が

對
應
し
た
結
果
で
あ
る
と
も
見
な
せ
よ
う
。
こ
れ
こ
そ
は
西
晉
武
帝
朞
の

述
活

動
全
般
の
特
徵
で
あ
り
、
左
思
「
三
都
賦
」
も
そ
の
中
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
。
本
稿
で
論
じ
た
「
三
都
賦
」
に
つ
い
て
の

述
活
動
を
巡
る
實
際
に
よ

っ
て
、
西
晉
武
帝
朞
の

述
活
動
、
ひ
い
て
は
西
晉
時
朞
の

述
活
動
を
改
め
て

考
え
直
す
必
要
が
生
じ
よ
う
。

㊟
（
１
）　

本
稿
で
使
用
す
る
『
文
選
』
は
、
中
國
國
家
圖
書
館

宋
淳
煕
八
年
池
陽
郡
齋

本
『
文
選
』（
中

書
局
影
印
、
一
九
七
四
年
）
を
底
本
と
し
た
。
但
し
、「
三
都

賦
」
序
文
及
び
「
蜀
都
賦
」
は
『
文
選
集
㊟
』（『
京
都
帝
國
大
學
文
學

景
印

鈔

本
』
京
都
帝
國
大
學
文
學

、
一
九
三
五
年
）
卷
八
に
、「
吳
都
賦
」
の
第
471
・
472

句
「
出
車
檻
檻
、
被
練
鏘
鏘
」
ま
で
は
『
文
選
集
㊟
』
卷
九
に
從
っ
た
。

（
２
）　
「
三
都
賦
」
が
實
證
主
義
的
寫
實
性
を
特
徵
と
す
る
こ
と
は
、
小
尾
郊
一
『
眞
實

と
虛
構―

六
朝
文
學
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）「
魏
晉
の
賦
に
お
け
る
寫
實
精

神
」（
初
出
、「
左
思
の
賦

―

魏
晉
の
賦
に
お
け
る
寫
實
精
神
」〔『
廣
島
大
學
文
學

紀
要
』
第
十
五
集
、
一
九
五
九
年
〕。『
中
國
文
學
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然

』

か
し
、「
中
州
」
が
後
漢
か
ら
東
晉
に
か
け
て
洛
陽
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る
こ

と（
（（
（

、
當
時
に
西
晉
王
朝
が
平
吳
を
推
進
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
倂
せ
れ
ば
、
洛
陽

を
帝
都
と
す
る
西
晉
の
人
々
の
關
心
を
反
映
し
た
も
の
と
も
理
解
で
き
よ
う（
（（
（

。
更

に
は
、
地
方
志
に
見
え
る
實
在
を
評
價
し
、
孫
吳
へ
の
關
心
が
最
も
强
か
っ
た
の

は
武
帝
司
馬
炎
で
あ
り
、
こ
こ
に
彼
の
存
在
を
見
出
し
て
も
よ
か
ろ
う
。

　

最
後
は
「
魏
都
賦
」
の
結
末

、
つ
ま
り
「
三
都
賦
」
全
篇
を

め
く
く
る
次

の

分
で
あ
る
。

806
亮
曰
、　
　
　
　
　
　
　
　
　

亮
に
曰
く
、

　

日
不
雙
麗　
　
　
　
　
　
　
　

日
は
雙
つ
は
麗か
か

ら
ず
、

　

世
不
兩
帝　
　
　
　
　
　
　
　

世
に
帝
を
兩
つ
に
せ
ず
。

　

天
經
地
緯　
　
　
　
　
　
　
　

天
は
經
し
地
は
緯
し
、

　

理
㊒
大
歸　
　
　
　
　
　
　
　

理
に
大
歸
㊒
り
。

安
得
齊
給
守
其
小
辯
也
哉　
　

安
く
ん
ぞ
齊
給
に
し
て
其
の
小
辯
を
守
る
を

得
ん
や
と
。

　

魏
國
先
生
が
盛
ん
に
曹
魏
の
優
位
を
主
張
し
た
結
果
、
西
蜀
公
子
と
東
吳
王
孫

は
自
分
た
ち
の
議
論
の
卑
小
さ
を
恥
じ
、「
日
は
雙
つ
は
麗
ら
ず
、
世
に
帝
を
兩

つ
に
せ
ず
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
『
禮
記
』
坊
記
に
、

天
無
二
日
、
土
無
二
王
。

天
に
二
日
無
く
、
土
に
二
王
無
し
。

と
あ
る
の
に
基
づ
く
が
、「
魏
都
賦
」
で
は
曹
魏
に
正

を
認
め
、
吳
蜀
の
正

を
認
め
な
い
こ
と
を
直

に
は
意
味
す
る
。
一
方
で
、
左
思
は
賦
本
文
で
魏
晉
革

命
に
關
す
る
敍
述
を
通
し
て
西
晉
王
朝
の
正

化
を
目
指
す
が
、
そ
の
敍
述
は
ま

さ
し
く
平
吳
政
策
が
進
め
ら
れ
た
時
朞
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

に
鑑
み
れ
ば
、
西
晉
と
孫
吳
と
い
う
兩
國
に
お
い
て
皇
帝
が
竝
び
立
っ
て
い
る
狀

態
を
批
難
し
、
西
晉
の
武
帝
司
馬
炎
こ
そ
が
唯
一
の
皇
帝
た
る
に
相
應
し
い
と
す



左
思
「
三
都
賦
」
と
西
晉
武
帝
司
馬
炎

六
一

（
10
）　
『
三
國
志
』
魏
書
卷
二
文
帝
紀
に
「
漢
帝
以
衆

在
魏
、
乃
召
羣
公
鄕
士
、
吿
祠

高
廟
。
使

史
大
夫
張
♫
持
節
奉
璽
綬
禪
位
、
册
曰
、
…
…
乃
爲
壇
於
繁
陽
」
と

あ
り
、
魏
晉
革
命
が
漢
魏
の
禪
讓
の
形
式
に
倣
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
11
）　

陳
壽
が
『
三
國
志
』
の
中
で
西
晉
王
朝
を
意

し
た
こ
と
は
、
津
田
㊮
久
「『
魏

志
』
の
帝
室
衰
亡
敍
述
に
見
え
る
陳
壽
の
政
治
意

」（『
東
洋
學
報
』
第
八
十
四
卷

第
四
號
、
二
〇
〇
三
年
）
及
び
田
中
靖
彥
「
陳
壽
の
處
世
と
『
三
國
志
』」（『
駒
澤

史
學
』
七
十
六
號
、
二
〇
一
一
年
）
を
參
照
。

（
12
）　

渡
邉
義
浩
『
西
晉
「
儒
敎
國
家
」
と
貴
族
制
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
第

二

第
五
節
「
杜
預
の
左
傳
癖
と
西
晉
の
正

性
」（
初
出
、『
六
朝
學
術
學
會
報
』

第
六
集
、
二
〇
〇
五
年
）
を
參
照
。

（
13
）　

安
田
二
郞
『
六
朝
政
治
史
の
硏
究
』（
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
〇
三
年
）

第
Ⅰ
編
第
二

「
西
晉
武
帝
好
色
攷
」（
初
出
、『
東
北
大
學
東
洋
史
論
集
』
第
七

輯
、
一
九
九
八
年
）
を
參
照
。

（
14
）　
『
晉
書
』
卷
三
十
一
左
貴
嬪
傳
に
「

少
好
學
、
善
綴
文
、
名
亞
于
思
、
武
帝
聞

而
納
之
。
泰
始
八
年
（
二
七
二
）、
拜
修
儀
」
と
あ
る
。

（
15
）　

兩
黨
の
對
立
が
開
戰
時
朞
を
巡
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
安
田
氏
歬
揭
㊟

（
13
）

第
Ⅰ
編
第
一

「
西
晉
朝
初
朞
政
治
史
試
論
」（
初
出
、『
東
北
大
學
東
洋

史
論
集
』
第
六
輯
、
一
九
九
五
年
）
を
參
照
。

（
16
）　

武
帝
の
平
吳
に
對
す
る
强
い
意
志
は
、『
晉
書
』
卷
四
十
賈

傳
に
「

慮
大
功

不
捷
、
表
陳
『
西
㊒
昆
夷
之
患
、
北
㊒
幽
幷
之
戍
、
天
下
勞
擾
、
年
穀
不
登
、
興
軍

致
討
、
懼
非
其
時
。

臣
老

、
非
所
克
堪
。』（
武
帝
）
詔
曰
『
君
不
行
、
吾
便
自

出
』」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

（
17
）　

王
氏
歬
揭
㊟
（
４
）
論
文
を
參
照
。

（
18
）　

曹
氏
と
司
馬
氏
の
閒
の

力
抗
爭
に
つ
い
て
は
、
福
原
諬
郞
『
西
晉
の
武
帝
司
馬

炎
』（
白
帝
社
、
一
九
九
五
年
）
第
二

「
司
馬
懿
」、
第
三

「
司
馬
師
と
司
馬

昭
」
を
參
照
。

〔
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
〕
に
も

錄
）、

原
尙
「「
三
都
の
賦
」
の
表
現
の
特

長
に
つ
い
て
」（『
中
國
中
世
文
學
硏
究
』
第
七
號
、
一
九
六
八
年
）、
戶
高
留
美
子

「「
三
都
賦
」
小
考―

都
城
賦
制
作
意
義
の
變
容
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て―

」（『
お

の
水
女
子
大
學
中
國
文
學
會
報
』
第
二
十
三
集
、
二
〇
〇
四
年
）
を
參
照
。

（
３
）　
「
三
都
賦
」
に
み
え
る
類
書
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
程

燦
『
魏
晉
南
北
朝
賦
史
』

（
江

古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
第
三

第
五
節
「「
三
都
賦
」
騁
辭
大
賦
最
後

的
輝
煌
」
を
參
照
。

（
４
）　
「
三
都
賦
」
に
西
晉
の
正

性
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
王
德

「
左

思
「
三
都
賦
」
鄴
都
的
選
擇
與

寫―

論
〝
洛
陽
紙
貴
〟
的
歷
史
與
政
治
背
景
」

（『
浙
江
大
學
學
報
・
人
文
社
會
科
學
版
』
第
四
朞
、
二
〇
一
三
年
）
を
參
照
。

（
５
）　

小
尾
氏
歬
揭
㊟
（
２
）

を
參
照
。

（
６
）　
『
文
選
集
㊟
』
は
「
航
」
字
を
「
杭
」
字
に
作
る
。
し
か
し
「
杭
」
字
で
は
意
味

が
通
じ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
底
本
に
從
っ
た
。

（
７
）　

劉
逵
が
㊟
釋
中
に
地
方
志
や
當
時
の
最
新
㊮
料
を
引
用
し
、「
三
都
賦
」
に
見
え

る
實
證
主
義
的
寫
實
性
を
證
朙
す
る
こ
と
は
、
拙
稿
「「
三
都
賦
」
劉
逵
㊟
の
㊟
釋

態
度
」（『
中
國
文
學
論
集
』
第
四
十
號
、
二
〇
一
一
年
）
を
參
照
。

（
８
）　

張
載
が
史
實
を
㊟
釋
中
に
引
用
し
、「
魏
都
賦
」
の
敍
述
內
容
と
史
實
と
の
關
連

性
を
證
朙
す
る
こ
と
は
、
拙
稿
「「
三
都
賦
」
と
中
書
省
下
の
文
人
集
團―

張
載
㊟

の
分
析
を
中
心
に
」（『
六
朝
學
術
學
會
報
』
第
十
三
集
、
二
〇
一
二
年
）
を
參
照
。

（
９
）　
「
魏
都
賦
」
に
見
え
る
風
俗
物
產

寫
は
、
そ
の
第
635
句
か
ら
第
678
句
「
至
於
山

川
之
倬
詭
、
物
產
之
魁
殊
。
…
…
非
可
單
究
、
是
以
抑
而
未
罄
也
」
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
袁
枚
が
指

し
、「
吳
都
賦
」「
蜀
都
賦
」
に
實
際
に
確
認
で
き
る
「
木
を
言
ふ

は
則
ち

干
、
鳥
を
言
ふ
は
則
ち

干
」
と
い
う
形
式
は
用
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
事
物
を
列
擧
す
る
形
式
は
、「
魏
都
賦
」
で
は
都
城

寫

分
の
み
に
用
い
ら

れ
る
。
こ
こ
か
ら
も
「
魏
都
賦
」
の
重
點
が
他
の
二
篇
と

な
る
こ
と
が
看
て
取
れ

る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

六
二

は
、
趙
翼
の
指

す
る
よ
う
に
陳
壽
が
司
馬
氏
を
辯

し
た
結
果
で
あ
り
、
こ
こ
に

彼
の
西
晉
王
朝
へ
の
配
慮
が
見
出
せ
る
。

（
20
）　
「
魏
都
賦
」
の

當
箇
處
は
、
そ
の
第
429
句
か
ら
第
558
句
「
至
乎
勍

糾
紛
、
庶

土
罔
寧
、
…
…

亦
朙
靈
之
所
酬
酢
、
休
徵
之
所
偉
兆
」
ま
で
で
あ
る
。

（
21
）　

宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
硏
究
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
七
年
版
）
第
二
編

第
二

「
魏
晉
の
九
品
官
人
法
」
で
は
、
六
品
官
で
あ
る
祕
書
郞
で
起
家
で
き
る

の
は
鄕
品
二
品
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
左
思
の
父
左
雍
は
、『
晉
書
』
卷
九
十
二
左

思
傳
に
基
づ
け
ば
、
地
方
官
吏
で
あ
っ
た
が
拔
擢
さ
れ
七
品
官
の
殿
中
侍

史
と

な
っ
た
と
あ
り
、
左
思
が
鄕
品
二
品
を
得
る
の
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
。
但
し
、

㊟
（
25
）
に
示
す
杜
預
の
記
事
に
「（
杜
）
預
尙
帝
妹
高
陸
公
主
、
起
家
拜
尙
書

郞
」
と
見
え
、
杜
預
は
司
馬
昭
の
妹
で
あ
る
高
陸
公
主
を
娶
り
司
馬
氏
と
姻
戚
關
係

を
結
ん
だ
結
果
と
し
て
、
六
品
官
で
あ
る
尙
書
郞
で
の
起
家
が
果
た
せ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
こ
か
ら
、
司
馬
氏
と
姻
戚
關
係
に
な
っ
た
こ
と
が
直

に
起
家
官
に
影
响

し
た
可
能
性
は

分
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
矢
野
主
稅
「
起
家
の
制
に
つ
い
て―

南
朝
を
中
心
と
し
て―

」（『
長
崎
大
學
敎

學

社
會
科
學
論
叢
』
第
二
十
四
號
、

一
九
七
五
年
）
は
、
西
晉
朞
の
起
家
は
、
家
格
で
は
な
く
個
人
の
才
能
に
基
づ
い
た

こ
と
を
述
べ
、
祕
書
郞
起
家
の
例
と
し
て
左
思
を
擧
げ
る
。
ま
た
、
才
能
を
見
込
ま

れ
た
嵇
紹
が
武
帝
の
意
向
に
よ
り
祕
書
郞
で
は
な
く
祕
書
丞
で
起
家
し
た
事
例
を
擧

げ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
當
時
の
起
家
に
お
け
る
武
帝
の
關
與
が
看
て
取
れ
る
。

（
22
）　

陳
壽
の
傳
記
に
つ
い
て
は
、
津
田
㊮
久
「
陳
壽
傳
の
硏
究
」（『
北
大
史
學
』
第

四
十
一
號
、
二
〇
〇
一
年
）
を
參
照
。

（
23
）　

司
馬
氏
が
儒
敎
を
家
學
と
し
た
こ
と
は
『
晉
書
』
卷
一
宣
帝
紀
に
「
少
㊒
奇
節
、

聰
朗
多
大
略
、
博
學
洽
聞
、
伏
膺
儒
敎
」
と
見
え
、
武
帝
が
幅
廣
い
知

の
所
㊒
を

評
價
し
た
こ
と
は
『
晉
書
』
卷
三
十
六
張

傳
に
「
武
帝
嘗
問
漢
宮
室
制
度
及
建

千
門

戶
、（
張
）

應
對
如

、
聽
者
忘
倦
、
畫
地
成
圖
、
左
右
屬
目
。
帝
甚

之
、
時
人
比
之
子
產
」
と
あ
る
。

（
19
）　

曹
爽
に
對
す
る
叛
亂
と
殺
害
に
つ
い
て
は
、『
晉
書
』
卷
一
宣
帝
紀
に
「
嘉
平
元

年
（
二
四
九
）
春
正
⺼
甲
午
、
天
子
謁
高
平
陵
、
爽
兄
弟
皆
從
。
是
日
、
太
白

⺼
。
帝
于
是
奏
永
寧
太
后
廢
爽
兄
弟
。
時
景
帝
爲
中

軍
、
將
兵
屯
司
馬
門
。
…
…

帝
親
帥
太
尉

濟
等
勒
兵
出
迎
天
子
、
屯
于
洛
水
浮
橋
、
…
…
乃

爽
兄
弟
及
其
黨

與
何
晏
・
丁
謐
・
鄧
颺
・
畢
軌
・
李
勝
・
桓
範
等
誅
之
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
洛
陽
近

郊
の
事
件
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
夏
侯
玄
ら
の
殺
害
は
『
三
國
志
』
魏
書
卷
九
夏

侯
玄
傳
に
「
玄
格
量
弘
濟
、
臨
斬
東
市
、
顏
色
不
變
、
擧
動
自

、
時
年
四
十
六
」

と
あ
り
、
洛
陽
城
內
で
處
刑
さ
れ
、
齊
王

の
廢
位
は
『
晉
書
』
卷
二
景
帝
紀
に

「
天
子
以
玄
・
緝
之
誅
、
深
不
自
安
。
而
帝
亦
慮
難
作
、
潛
謀
廢
立
、
乃
密
諷
魏
永

寧
太
后
。
…
…
奏
可
、
於
是
㊒
司
以
太
牢
策
吿
宗
廟
、
王
就
乘
輿
副
車
、
羣
臣
從
至

西
掖
門
」
と
あ
る
。
高
貴
鄕
公
曹
髦
の
弑
殺
に
つ
い
て
は
『
三
國
志
』
魏
書
卷
四
三

少
帝
紀
に
「（
甘
露
五
年
〔
二
六
〇
〕）
五
⺼
己
丑
、
高
貴
鄕
公
卒
、
年
二
十
。
皇
太

后
令
曰
『
…
…
事
已
覺
露
、
直
欲
因
際
會
擧
兵
入
西
宮
殺
吾
、
出
取
大
將
軍
、
呼
侍

中
王
沈
・
散
騎
常
侍
王
業
・
尙
書
王
經
、
出
懷
中
黃
素
詔
示
之
、
言
今
日
便
當
施

行
。
…
…
賴
宗
廟
之
靈
、
沈
・
業

馳
語
大
將
軍
、
得
先
嚴

、
而
此
兒
便
將
左
右

出
雲
龍
門
、
雷
戰
鼓
、
躬
自
拔
刃
、
與
左
右
雜
衞
共
入
兵
陳
閒
、
爲
歬
鋒
所
害
』」

と
あ
り
、
高
貴
鄕
公
髦
が
司
馬
昭
を
肅
正
せ
ん
と
す
る
の
に
乘
じ
て
、
司
馬
昭
に
よ

っ
て
洛
陽
城
で
弑
殺
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

な
お
高
貴
郷
公
髦
の
弑
殺
に
つ
い
て
は
、
裴
松
之
が
引
用
す
る
東
晉
の
習
鑿
齒

『
漢
晉
春
秋
』
に
「
帝
見
威

日
去
、
不
勝
其
忿
。
乃
召
侍
中
王
沈
・
尙
書
王
經
・

散
騎
常
侍
王
業
、
謂
曰
『
司
馬
昭
之
心
、
路
人
所
知
也
。
吾
不
能
坐
受
廢
辱
、
今
日

當
與
卿
等
自
出
討
之
。』
…
…
於
是
入
白
太
后
、
沈
・
業
奔
走
吿
文
王
、
文
王
爲
之

備
。
…
…
中

軍
賈

逆
帝
戰
於
南
闕
下
、
帝
自
用
劍
。
衆
欲
退
、
太
子
舍
人
成

濟
問

曰
『
事
急
矣
、
當
云
何
。』

曰
『
畜
養
汝
等
、
正
謂
今
日
。
今
日
之
事
、

無
所
問
也
。』
濟

歬
刺
帝
、
刃
出
於
背
」
と
あ
り
、『
三
國
志
』
の
敍
述
內
容
に
比

べ
て
司
馬
昭
に
よ
る
弑
殺
の

子
が
具
體
化
さ
れ
る
。『
三
國
志
』
の

な
敍
述



左
思
「
三
都
賦
」
と
西
晉
武
帝
司
馬
炎

六
三

（
24
）　

左
思
が
儒
敎
を
家
學
と
し
た
こ
と
は
、『
晉
書
』
卷
九
十
二
左
思
傳
に
「
家
世
儒

學
」
と
あ
る
。

（
25
）　
『
晉
書
』
卷
三
十
四
杜
預
傳
に
「（
杜
）
預
博
學
多
通
、
朙
於
興
廢
之
衟
、
…
…
文

帝
嗣
立
、
預
尙
帝
妹
高
陸
公
主
、
起
家
拜
尙
書
郞
、

祖
𣝣
豐
樂
亭
侯
」
と
あ
り
、

杜
預
が
博

で
あ
り
、
武
帝
と
姻
戚
關
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
が
儒
敎
に
通

じ
た
こ
と
は
『
經
傳
集
解
』
の

述
よ
り
朙
ら
か
で
あ
る
。

（
26
）　

津
田
氏
歬
揭
㊟
（
11
）
論
文
を
參
照
。

（
27
）　

底
本
は
「
羡
」
字
を
「
羨
」
字
に
作
る
。
兩
字
は
別
字
で
あ
り
、「
羨
」
字
に
作

る
の
が
正
し
い
。
但
し
、
九
條
本
『
文
選
』
が
「
羡
」
字
に
作
り
「
ネ
ガ
フ
」
と
訓

す
る
こ
と
か
ら
、「
羡
」
字
と
「
羨
」
字
と
は
字
形
が
類
似
す
る
た
め
に
混
同
さ
れ

や
す
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、「
羡
」
字
を
も
っ
て
「
羨
」
字
の

意
味
で
記
し
た
と
理
解
し
、『
文
選
集
㊟
』
に
從
う
。

（
28
）　

後
漢
の
王

『
論
衡
』
談
天
に
「
雒
陽
、
九
州
之
中
也
」
と
あ
り
、『
世
說
新
語
』

賞
譽
篇
劉
孝
標
㊟
に
引
用
さ
れ
る
東
晉
の
桓
溫
「
平
洛
表
」
に
「
今
中
州
既
平
、
宜

時
綏
定
。
…
…
宜
進
據
洛
陽
、
撫
寧
黎
庶
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
漢
か
ら
東
晉
に

か
け
て
「
中
州
」
を
も
っ
て
洛
陽
を
指
す
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、『
三

國
志
』
吳
書
卷
六
十
一
全
綜
傳
に
「
是
時
中
州
士
人
避
亂
而
南
、
依
綜
居
者
以
百

數
、
綜
傾
家
給
濟
、
與
共
㊒
無
、
遂
顯
名
遠
近
」
と
あ
り
、
た
だ
中
原
を
意
味
す
る

場
合
も
確
認
で
き
る
。
當
時
は
中
原
を
指
す
場
合
と
洛
陽
を
指
す
場
合
と
が
何
れ
も

通
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）　
「
三
都
賦
」
の
う
ち
、
中
原
に
位
置
す
る
曹
魏
を
對
象
と
し
た
「
魏
都
賦
」
を
除

く
「
蜀
都
賦
」「
吳
都
賦
」
に
つ
い
て
、
中
原
を
示
す
事
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
蜀
都
賦
」
に
は
、
そ
の
第
７
・
８
句
「
崤
函
㊒
帝
皇
之
宅
、
河
洛
爲
帝
王
之
里
」、

第
381
・
382
句
「
焉
獨
三
川
、
爲
世
朝
市
」、
第
417
・
418
句
「
故
雖

諸
夏
之
富
㊒
、

猶
未

都
之
無
量
也
」
の
三
箇
所
に
見
え
、「
吳
都
賦
」
は
本
文
所
揭
箇
所
及
び

第
747
・
748
句
「
中
夏
比
焉
、
畢
世
而
罕
」
の
二
箇
所
に
見
え
る
。
本
文
所
揭
箇
所
を

除
い
て
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
中
原
の
性
格
を
示
す
も
の
、
或
い
は
蜀
漢
と
孫
吳
と
の

比
較
對
象
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
。
中
原
か
ら
の
意

が
示
さ
れ
る
の
は
本
文
所
揭
の

事
例
の
み
で
あ
り
、「
吳
都
賦
」
に
お
い
て
の
み
こ
の
よ
う
な
事
例
が
確
認
で
き
る

の
は
、
や
は
り
當
時
の
西
晉
王
朝
の
關
心
が
平
吳
及
び
孫
吳
の
領
域
そ
の
も
の
に
向

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
無
關
係
で
は
な
か
ろ
う
。


